
Japan Welding Society

NII-Electronic Library Service

Japan 　Weldlng 　SOOIety

148

　 Fi9．　z　tZ
．
　 Vro

‘ イ　ン ノX° iレ ス

レ ベ tL・ m7　va係
EtE ハ

・
ラ ×

一
タ‘ レ て’f ・

す。 幽 丁
’
調

二 6 園 よ フ て

喊音効罘が蕩耐

め 艸 る 魁

そ mp．　Mi　kE　tz ば

軟鋼 ω の 場倉

か て依 蓚ず 5

の i咬 fし
．

彦翻 才 屍t厂《金属才堺 斗の 音・響怖 卜生

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ル 見工業 僻 　 ・ 二 疾正 美 棟 徹 穴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 竹 内 喫雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　 六阪メ（学　　　　　；1工 勝破　ノ乙尾 　人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 耗田 吉朗

1E 緒畜

　翼糎材 料勿 醪射 1乏伴 う異媒質境 界面 の 形 成乙 表 面物性 の 変化 は 筱 謬身材イ料 の 者瑠
｝

， 振動蔚牲 1《変化 ぎチ え る ど考 え ti淑 る 。本報 蓚 で tU μ ア IU ミブ （諺 z　Oラ）で ラ ミ

ッ ク ス E プ ラ ズ マ溶射 レ 夜重κ壷留及てぺ7 ル ミ ニ ウ ム板 喜夕寸氛 iZそ の者 乏響翔 生1てつ い て

挨討 ぎ行 フ て い る．

2， 実蕨荻置侵 次 オ広

　Fi9．11で張置， 測 定系 の 概 略 ぎ示 ず、 豪聯で i9

テ 7・・ス で 吊 し r2彡弗料瓶 ” 甲央剖ヲへ ．鹹 Woぼ設 、定

し rz鋼 疎
隔
（φ〃 5 ） 9 衡稟， 瘡9　f だ f乏衝突省 9

対象 IZ レ て い る。舘
幽
翻 反1ゴ寸iZ　IOO 　K 　IOO べ 5・　Z

（ヌ07 ’レ ミ ニニ ウム ）〃7〃t〆）基放 へ 皮月哢ξノ壅夛さ t ゴ o ，1

〜 a4mm ・1《溶身†し 夜 ル の で あ る
， 音 m 副定一rJ匐

由者場内 で 行 鴎 耆圧 レ ベ ル 何 ン パ 1レん c
°

− 7 ）
、 窃 釘 皮畝 勸 皮教 ス パ 7 卜 1レ ， 減衰孵

向 窟 1匂 ・、 て 検討 レ て ・15 。 　 　 　 　 　 F ・，．・ B・。ekd ・。9，、m 。f ＿ ，。e ． e ，し

S． 実駿紹累 及 次 者象 　 　 　 　 　 　 　 　 騨 em ・

　 　 　 　 　 　 　 　 130 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 130

125

“
3

而

ユ25

ロっ

　
旧

　
20

〔
曽｝
　

　

記
い

105

10D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 lOO
　 　 　 　 　 　　　　　　　L5　　　zo 　　z5 　ユくひ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2o 　 z ら　 3．e
　 　 　

【mp ”‘ t　 veL °⊂ 比y 　 V・　 回 ・ ）　 　 　 　 　 lmp ・ ・t ・ebCI ヒy 　 V．　 （m1 ．　l

　 　 　 　 Fig ．2　Relatio 囗 　betweefi 　impdct 　＞ elociLy 　己〔d　SPL ．

　　　　　フ ル ミニ ウム（b？で I」τ 1呶 存 し 7ti・Pt・t い ラ狩 敏刀吻 う。 ・」b ． 勸 」創 愛
す る が 謬射 ず る 二 ど IZS っ で ピ

。一
ク レ ベ ψ ｛減グず る 。

％ ヲ， 恥 猪 痴 皮形 如 周 1皮教 スパ ク ト’レ分棉 蘇 幽 例 赫 歹一 言 汐 燉 減
蘚 朗 吻 〃 α 諒 闇 丿で定 義 レ

． 音磁 碗 紹 砿 癇 伽 調 べ 5　L　F・9・5 の

S ラ ll， 41耳 諏 ほ 離 胛 1レ て増 穴 す 多傾向 m ・
”
6 る 。 7k

，
音左 レ A

’
1レM・

”
」・幽 瀚

する う で の 蔚周 ぎ り ．
こ 癧 減踟 殉 訛 b

『
rdでi整理 初 と 形 6 の の ’2／a・b ． 加

　 溶接 学 会全 国 人会講 演概 裂．　第 17集　 c
’
es5− lo1

144

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Welding Society

NII-Electronic Library Service

Japan 　Weldlng 　SOOIety

50m5

T30120

篳
・1。

100

−」
　 90

島

eo

　 70

130E120911e

　　1oo

島
　 go

　 eo

Freque 冖Cゾ　t　 （KHz ）

Fig ．3　Sound 　waveform ．

t　 tz・tfぼ比例 レ て戯少
す 多傾 向 ε示 レ て い 5

。　一　つケ
，　軟 塗區防爻1てフ ’レ

ミニ ウ ム E 磨射 し斥例

で t9　Td　t　9　¢ ・ し 5増穴 6
御頃尚 盲示 レ 1？ ぐ図 tl

劇 婁♪。

　 　 　 Frequency 　f　‘KHz ，

Fig ・ごF　Freque ∩cy 　spectrum 巳
（　Vo ＝1，02　 m ／s ）

　漁 《
． 濃射 皮膜 き砂 粥 る こ az よ 。 て 生 御 減

音 ‘ 減哀蔚周効累 1て つ い て ノ 異壕質境岬面で 〃）遂過
才眞i彡ヒ　6乏　ぴ トイ2r 亡Z　〃 衝 彡薯彡鸚

F♪

　戸ζ憂　フ
噛1
く彳み之dつ　｛変ft彡量〃

・

う糢討 舌行 フ r〈。 ・吻 縮累． 減音鯀 く の 媒質境昇
面の 身与 rコr燉 的小 f く

， そ の 耋因 口扱 の 愛形量 X

l之園係 する 二 ど が 朗 う〃
・
1（　IU フ k ． 1イertz の 衝突理

諭 尺 」 嗣 1ず

　　　x 二 （5／4 ）
1／s

（M 。／k）％ h4／s

　　〔長 ・ （・／・脈 ／（砦 ・
」罰 1）

こ こ で
．

M ・
，

尺， 島 ． 彦 σ 旅の 哽望 ． 半 径， 縦粥 望

係敢 ． 爪
゜

ア ソ ン rじ
，
E，

． 〆 I」乎縁 罅 觧 枉係軟 ， 不
・

フ ソ 冫 rb で あ 多 e

　砂 7κ μ 協 の 蘭係 ぎ示 す。藩蔚 皮瞬 κ ♂ フ て 減
者効 尿 8 解 訓 て卩縦弾性 係数 o 穴 窒烈 疹嬲 夢トが効

累的 でE 多 二 乙 が イ分 多 ，

4 ． 維 言

　疹射 皮腰oif 彡ノPt
’
　lz∫ リ者 翻 牲 〃咳 化 オ る 二 ど き

衡 突者 銅 ・、 て 鰯 〃
’
・t・ し rて。 疹射 lz り 喊 教 鰥

s 得 る 二 ど が 可能 でろ リ． 磨射夜術 卩材 料 の 制振 効

躯 得 多 目 的 1〈tie 用 て唾 る 二 乙 が示 2 、n　T2、

　参考タ1歙 　DL 。 ve
，
　A．　E．H ： 月lreatise　on アhe

（州
b冖翼｝
　

唱
　←

⊆

Φ

ε
 」
U
Φ

08E

‘

怠」
甸

 

〇
一

0，1　　02　　0．3　　0．4
Thlckness　　t　　（rnrn ）

　 「ig ・う R・ 1dti ・ n 　 between　 film 　 thtck ．
10

　
ness

　afid 　logarithmic 　decrement ．

　 　 　 　 bamping 　tlme 　Td　 （
°1。）

Steelt

耳0．lt
≡O．2t
言o．3t
＝0．4Ait

鬲 0亅

t≡02t
＝03

量＝04

：’　：二
6

．畧1；：？tQfsp ・・y ’・19 ・・ 伽 … g

（
∈
∈

　　　　　
9
ご

　　　　　四．

×

こ
o二
霞」
o
届
0

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ZO　 　Z5　 10

　 　 　 　 ‘mpaCt 　velOdty 　 v・　 　 （m ’5 ｝

Fig ・7 　Reldtion 　between 　impact 　velo 一

b’1・Vh・ma 亡〜・a ／　lh・・rf ・プ砺 ’！吻 ’ 4 伽 ゴ（・ヲ娩 ・9£ ・’ty ヨ nd
　
def °「mat ’° n °f

　p’ate ・

145

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


